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定管理者の評価に係る合議の概要

【概要】別添のとおり

施設名 箕面市立船場図書館

指定管理者名 国立大学法人 大阪大学

開催日 令和4年（2022年）9月20日（火）

開催場所 箕面市立船場図書館 3階 ＡＶコモンズ

合議の出席者

箕面船場まちづくり協議会 文化分科会座長 福留 和彦 氏

おはなしサークル たんぽぽ 稲葉 多佳子 氏

船場図書館 利用者 稲垣 房子 氏
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内容
令和 4年 9 月 20 日（火）に箕面市立船場図書館にて、指定管理者にかかる合議

を実施いたしました。その中で合議メンバーより以下のような意見がありました。

1）利用者アンケートについて

・資料の充実、新刊の購入等が求められているが、資料の収集については市で行っ

ているのか。

（説明）

指定管理者が一次選定を行った上で、市が選書及び購入を行っている。

・蔵書検索端末は市と大学別か。

（説明）

それぞれ別々の端末である。

・にぎやかエリアのキッズスペースが、子どもに絵本の読み聞かせをするには、

開放感がありすぎて落ち着かない。

（説明）

対応できるか検討する。

・施設は清潔できれいだが、親しみやすい雰囲気を作ればより居心地は良いので

ないか。

（説明）

現在季節の飾り付けを実施しようと進めている。

・子ども向けの本が多くどれを選んでよいか迷う。おすすめの本を紹介しして

ほしい。

ポップなどを作って、司書のおすすめコーナーを作るのも良いのではないか。

（説明）

0 歳から小学３,４年生までを対象に段階を分けて図書館のおすすめの本をま

とめたリストを作っており、それを元にした展示コーナーを作っている。

・児童サービスの定着のためにはボランティア講座の開催が必要ではないか。

（説明）

市立図書館全体でもボランティアの担い手が減少しており課題であると認識

している。

・大阪大学の教員と連携した大人向けの企画も開催して良いのではないか。

（説明）

大人向け企画も検討したいと考えている。引き続きご意見いただきたい。

・自分の子どもは中学生だが、萱野南図書館とくらべて敷居が高くなったと言っ

ている。

（説明）

中高生世代の利用促進については工夫したい。

また、周辺小学校からの図書館訪問に対応することで、小学生の頃に船場図書

館を利用した子どもたちが中高生になっても利用することに期待したい。

2）収支報告書について

収入と支出の関係を確認したい。また、資料費が含まれていないが、箕面

市の予算となっているのか。

（説明）
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（指定管理者）管理・運営に係る経費は大阪大学が負担しているため、これ

に係る大阪大学の支出額を収入として計上している。

収支報告書に記載しているものは管理・運営に係る経費である。資料費に

ついては、箕面市蔵書は箕面市予算で購入しており、大阪大学蔵書は大阪大

学予算で購入している。

（市）市の予算については、市のホームページで公開しており、図書館の予

算については今後図書館概要にて公開の予定である。

3）総評

アンケート結果については概ね満足度は高く、全体的に好印象となっている。

本施設管理運営については、大学法人が指定管理者であるという特色を活かした運

営が行われており、今後より一層実施事業へ反映していけるものと期待している。

以上により、総じて指定管理者として円滑な運営を行っていると、市として評価す

る。


